








要約 川崎病に対する免疫グロブリン療法の作用機序の一端を明らかにするために,グロブ

リン療法前後の末梢血単核球亜型の変化率を検討した。アスピリン,ペプシン処理免疫グロ

ブリンおよびインタクト型免疫グロブリン投与の各3群に分類し，末梢血単核球亜型とし

ては LeuM3 陽性細胞(マクロファージ/モノサイト)の減少率について検討した。その結

果,LeuM3 陽性細胞の減少率はインタクト型免疫グロブリンで有意に高かった。マクロファ

ージ/モノサイトの関与する免疫反応の改善にグロブリン製剤の Fc 部分が重要な役割をも

っているものと考えられる。 


